委託契約書

　株式会社　毎日コミュニケーションズ（以下「甲」という）と鶴岡慶雅（以下「乙」という）は、甲が乙にゲームソフト開発等を委託し乙がこれを受託することについて、下記の通り委託契約（以下「本契約」という）を締結する。

第１条（委託業務内容）

　甲は乙に対し、乙が著作権を有する「激指プログラム2005年版」(以下「原ソフト」という)を使用し、「Windows　98」、「Windows　Me」、「Windows　2000」、「Windows　XP」（いずれも日本語版）上で実行可能なゲームソフト「激指５」（以下「本ソフト」という）の開発及び本ソフトを製品化できるプログラムマスター（以下「プログラムマスター」という）の製作を委託し、乙はこれを受託した。

第２条（開発期間）

　乙は、本ソフト開発にあたりその都度甲と入念に協議を重ね、2005年11月10日までにバグ等欠陥のないプログラムマスターを甲に提出するものとする。

２．バグとは同一環境下で再現性のあるものとし、ソフトウェアの進行上での問題があるものとする。

第３条（検品・検査）

　甲は、前条により乙から甲に対し提出されたプログラムマスターを検品、検査するものとする。

２．甲の検品・検査でプログラムミス、バグ等の欠陥が発見された場合、乙は、本ソフトを速やかに修正した上、そのプログラムマスターにつき再度甲に提出し、検品・検査を受けるものとする。ただし、乙は甲によるプログラムマスターの検品、検査を2005年11月15日までに完了させるものとする。

３．本契約に定める乙の受託業務は甲の検品・検査に合格したときをもって完了したものとする。ただし、乙は第８条及び第９条に定める保証をなすものとする。

第４条（資料の貸与）

　乙は甲に対して、甲が本ソフトの販売に必要となる資料並びに本ソフトのサンプル等を貸与する。また甲は乙から貸与された資料等を本ソフトの発売後速やかに乙へ返却するものとする。

第５条（著作権等の帰属）

　本ソフトに関する著作権は甲、乙がそれぞれ持つものとする。

２．本ソフトの映像上に付す著作権表示の詳細な態様については、別途甲乙で協議して定めるものとする。

第６条（複製・販売権）

　甲は、本ソフトを製品化し、その製品を独占的に販売する権利を有する。

２．甲は、販売権を他社に委託することができる。

第７条（報酬）

　甲は乙に対し、第１条に定める業務の完了に対し報酬を支払うものとする。

２．報酬の支払日、支払方法については別表に従うものとする。

第８条（権利侵害に対する保証）

　乙は、本ソフトを開発するにあたり、本ソフトが第三者の権利を侵害していないことを保証する。万一本ソフトが第三者の権利を侵害し、それによって甲が第三者からクレームを受けたり、損害賠償の請求を受けた場合は、乙の責任と費用によってこれを解決するものとする。

第９条（製品化に関する保証）

　甲が本ソフトを製品化し販売した際、当該製品にプログラムミス、バグ等、乙の責による製品化に関する欠陥が発見された場合、乙は、甲乙の協議によって決定した期日までにプログラムマスターを無償にて修正しかつ甲の検査を受けるものとする。なお、この保証は、第３条第３項による最終検査合格後６カ月以内に甲から乙に対し申し出があった場合に限るものとする。

第１０条（ユーザーサポート）

  甲はユーザーサポートにおける窓口業務を行い、乙は実務を行う。

第１１条（秘密保持義務）

　甲、乙は本契約書の内容及び本契約書の履行により相手方より知得する技術的、営業的情報をも含むすべての情報を第三者に漏洩してはならない。

２．乙は原ソフト及び原ソフトを構成する思考ルーチン・データベース等を含む一式の素材に関する一切の情報を甲の承諾なしに第三者に開示してはならない。

第１２条（帳簿の閲覧）

　乙は、甲の帳簿を製造数量確認のため閲覧することができる。

第１３条（不可抗力）

　天災地変その他、甲乙双方の責に帰することのできない事由によって本契約の全部又は一部が履行不能となった場合、本契約は、その不能となった部分について効力を失うものとする。

第１４条（催告を要しない解除）

　甲又は乙が次の各号の一つに該当する場合、その相手方は、何らの催告を要しないで直ちに本契約を解除できるものとする。

１　本契約に定める条項に著しく違反したとき。

２　乙が本契約に定める受託業務の完成を著しく遅延すると認められたとき。

３　甲が報酬の支払を著しく遅延したり中止したとき。

４　自ら振り出した手形・小切手につき不渡処分を受けたとき。

５　強制執行又は租税公課の滞納により保全処分を受けたとき。

６　破産の申立てをしたとき。

第１５条（契約内容の変更）

　本契約内容の変更は、甲、乙が記名捺印した書面によってのみなされるものとする。

第１６条（信義誠実の原則）

　本契約に定める事項につき疑義を生じたとき又は本契約に定めのない事項につき双方の意見を異にしたときは、甲乙協議の上、信義誠実の原則に従いその解決に努めるものとする。

第１７条（管轄裁判所）

　甲乙は、本契約に関する一切の訴訟につき、管轄裁判所を東京地方裁判所と定める。

第１８条（特約事項）

　本ソフト作成に必要な音声データは甲が作成費用を負担し、2005年10月末日までに乙に提供する。

２．本ソフト作成に必要な画像データは甲が作成費用を立て替え、2005年10月末日までに乙に提供する。甲が立て替えた費用は発売後に支払われるロイヤリティーで相殺する。　

３．乙は本ソフト発売後１年間、将棋ソフトを甲以外から発売させてはならない。

本契約を証するため本契約書２通を作成し、甲乙記名捺印の上、各１通を保有する。

　2005年10月21日　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　甲

　　　　　　　　　　　　　　　　乙　足立区綾瀬4-22-22靖和コーポ105
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴岡 慶雅

　

委託契約における報酬等の取り決め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005年10月21日

株式会社　毎日コミュニケーションズ

開発ソフト名　　　　「激指5」　

発売予定  　　　　　2005年12月９日

ロイヤリティー      標準小売価格（税別）×18.5％×実売本数

お支払い方法　　　　銀行振込

お支払い日　　　　　

（１）発売月の月末で実売本数を集計し、翌々月15日までに支払う（税別）。

（２）以後は毎年３、９月末日で実売本数を集計し、翌々月15日までに支払う（税別）。

　　　　　　　

